
管財契約課 

令和６年９月 

 

建設リサイクル法に基づく契約事務手続き等について 

 

 

建設工事に係る資材の再資源化等に関する法律（建設リサイクル法）第９条第１項に規定

する対象建設工事においては、同法第１３条第１項の規定に基づき、契約書の中に「解体工

事に要する費用等」の明記が義務付けられています。       

これまでは、建設工事請負契約書の頭書き部分に記載を行っておりましたが、「別紙《解

体工事に要する費用等》」を契約書約款の最終項として綴じ込み製本をします。 

 

１．対象工事 

（１）の特定建設資材を用いた建築物・工作物の解体工事、又は（１）の特定建設資材を使

用する新築工事等で、（２）の規模以上の工事 

   

（１）特定建設資材 

  ・コンクリート ・コンクリート及び鉄から成る建設資材 

  ・木材     ・アスファルト・コンクリート 

 

（２）工事規模 

区分 工事の種類 規模の基準 

建築物 

解体 
延べ床面積 

  ８０㎡以上 

新築・増築 
延べ床面積 

  ５００㎡以上 

修繕・模様替（リフォーム等） 
請負金額 

   １億円以上 

その他 その他工作物に関する工事（土木工事等） 
請負金額 

  ５００万円以上 

 

 ※入札条件等にて、建設リサイクル法対象工事である旨を明示します。 

（ただし、入札結果により、請負金額によっては対象外工事となる場合があります。） 

   

２．適用時期  

令和６年１０月１日以降に契約を締結する建設工事 

  



３．手順（対象工事の場合）    フロー参照  

 

 ①【 管財契約課・工事担当課 】入札条件等に対象工事である旨を明示 

 

   ↓ 

 

②【 管財契約課 】落札者決定 

 

   ↓ 

 

③【 落札者 】 

落札者決定日の翌日（土日祝日の場合は、直近の開庁日）１７時までに、桜井市ホ

ームページに掲載している「別紙《解体工事に要する費用等》」をダウンロードし、

作成したデータを管財契約課へメールにて提出 

 ＜メールアドレス：管財契約課まで電話でお問合せください。 

令和３年４月以降、変更はありません。＞ 

 

   ↓ 

 

④【 管財契約課 】 

管財契約課から工事担当課に記載内容の確認を依頼 

  

   ↓ 

 

  ⑤【 工事担当課 】 

 不備がなければ、工事担当課から管財契約課に報告 

 不備があれば、落札者と協議 

 

   ↓ 

 

⑥【 管財契約課 】 

契約書頭書き「８ 解体工事に要する費用等」に「別紙のとおり」と記載し、契約書

約款の最終項に「別紙《解体工事に要する費用等》」を添付し、綴じ込み製本を行う 

  



建設リサイクル法対象工事に係る事務手続きフロー 

 

管財契約課 工事担当課（各契約担当課） 受注者 

   

※１ ： 一般競争入札の場合は、落札候補者決定時 

※２ ： 桜井市ホームページに掲載している「別紙《解体工事に要する費用等》」 

※３ ： 不備があれば工事担当課は受注者と協議を行う 

・入札条件等に対象

工事である旨を明示 

・入札執行 

・落札者決定 

 

・契約書「別紙」

確認 

※3 

    

落札者決定通知（報告）※1 

・法第１３条  

「別紙《解体工事に要する

費用等》」※2作成 

 

・管財契約課へデータ提出

（メール） 

通知の翌日１７時までに！ 

・「別紙」データ

受取 

 

・工事担当課へ

確認依頼 

提出 

確認報告 

・契約書に「別紙」

を綴じ込み製本 

・関係書類の作成 

・契約書への押印 

・契約締結 

・受注者へ契約書

１部を返却 

提出 

・契約書の受取 返却 

・法第１８条報告 

「再生資源利用実

施書」及び「再生資

源利用促進実施

書」の提出により、

報告とする 

再資源化完了後 

報告 ・受理 

・法第１１条通知 

着手前までに中

和土木事務所建

築課へ 

契約書を渡す 

・受注者から受け

取った契約書を工

事担当課へ 

確認依頼 


